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開
設
か
ら
９
年
目
を
迎
え
た

「
福
岡
大
学
病
院 

再
生
医
療
セ
ン

タ
ー
」。
セ
ン
タ
ー
長
を
務
め
る

吉
松
軍
平
氏
に
、
現
状
と
展
望

を
聞
い
た
。

―
開
設
の
背
景
を
。

　

当
セ
ン
タ
ー
は
、
2
0
1
5

年
、
初
代
セ
ン
タ
ー
長
で
あ
る

小
玉
正
太
教
授
の
下
、
開
設
さ

れ
た
比
較
的
新
し
い
診
療
部
門

で
す
。
再
生
医
療
に
対
し
て
は

国
民
か
ら
の
期
待
度
も
高
く
、

こ
れ
を
安
全
か
つ
有
意
義
に
提

供
す
る
た
め
の
診
療
部
門
と
し

て
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
て
開

設
さ
れ
ま
し
た
。

　
再
生
医
療
は
、
手
術
や
事
故
、

各
種
の
臓
器
不
全
に
よ
っ
て
失

わ
れ
た
臓
器
機
能
を
補
う
た
め

の
組
織
移
植
療
法
で
す
。
自
己

の
体
細
胞
の
他
、
i
P
S
／

E
S
細
胞
、
異
種
動
物
の
細
胞

な
ど
を
用
い
て
細
胞
加
工
技
術

を
駆
使
し
て
行
わ
れ
る
未
来
志

向
型
の
医
療
で
、
こ
れ
ま
で
難

治
と
さ
れ
て
い
た
疾
患
の
克
服

に
希
望
の
光
を
与
え
る
新
し
い

医
療
と
言
い
換
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

再
生
医
療
は
再
生
医
療
等
安

全
性
確
保
法
に
基
づ
い
て
行
わ

れ
る
医
療
で
す
。
当
セ
ン
タ
ー

で
は
同
法
律
を
順
守
し
、
そ
の

上
で
エ
ビ
デ
ン
ス
の
あ
る
再
生

医
療
の
創
出
、
ま
た
保
険
診
療

に
向
け
た
先
進
医
療
の
実
施
を

主
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

―
現
状
に
つ
い
て
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
れ
ま
で

膵
（
す
い
）
島
移
植
を
中
心
に
活

動
し
、
①
イ
ン
ス
リ
ン
依
存
性
糖

尿
病
に
対
す
る
脳
死
／
心
停
止

下
ヒ
ト
臨
床
同
種
膵
島
移
植
の

実
施
、
②
難
治
性
慢
性
膵
炎
に

対
す
る
膵
全
摘
自
家
膵
島
移
植

の
先
進
医
療
と
臨
床
試
験
の
遂

行
、
③ 

イ
ン
ス
リ
ン
依
存
性
糖

尿
病
に
対
す
る
異
種
膵
島
移
植

の
研
究
開
発
を
し
て
い
ま
す
。
こ

の
う
ち
、
異
種
膵
島
移
植
は
将

来
の
臨
床
応
用
に
向
け
、
数
々
の

基
礎
研
究
が
現
在
進
行
中
で
す
。

　

現
在
臨
床
で
の
提
供
が
進
め

ら
れ
て
い
る
「
同
種
膵
島
移
植
」

と
「
膵
全
摘
自
家
膵
島
移
植
」

に
つ
い
て
概
説
す
る
と
、「
同
種

膵
島
移
植
」
は
、
脳
死
／
心
停

止
ド
ナ
ー
の
膵
臓
か
ら
膵
島
を

分
離
抽
出
し
て
移
植
す
る
、
現

在
は
主
に
1
型
糖
尿
病
を
適
応

と
す
る
組
織
移
植
治
療
で
す
。

　

免
疫
抑
制
剤
の
改
良
や
分
離

技
術
の
向
上
に
よ
り
、
２
０
０
０

年
代
当
時
に
比
べ
治
療
成
績
は

大
き
く
改
善
し
、
そ
の
治
療
効

果
を
評
価
さ
れ
、
同
種
膵
島
移

植
は
20
年
に
保
険
診
療
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
治
療
は
再
生
医

療
等
安
全
性
確
保
法
の
中
で
最

も
厳
し
い
第
1
種
再
生
医
療
の

中
で
初
め
て
保
険
収
載
さ
れ
た

治
療
と
な
り
、
23
年
3
月
現
在
、

当
セ
ン
タ
ー
は
本
邦
で
京
都
大

学
に
次
い
で
2
施
設
目
と
な
る

保
険
診
療
実
施
施
設
と
し
て
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、「
膵
全
摘
自
家
膵
島
移

植
」
は
慢
性
的
な
疼
痛
（
と
う

つ
う
）
や
炎
症
、
繰
り
返
す
膵

炎
発
作
に
よ
っ
て
日
常
生
活
が
制

限
さ
れ
、
不
安
に
悩
ま
さ
れ
て
い

る
患
者
さ
ん
が
適
応
に
な
り
ま

す
。
膵
臓
摘
出
に
よ
る
疼
痛
や

炎
症
の
解
消
、
同
時
に
こ
の
膵
臓

か
ら
回
収
し
た
膵
島
を
体
内
に

戻
す
こ
と
に
よ
る
内
分
泌
機
能

の
補
完
を
目
指
す
治
療
で
す
。

　

自
家
移
植
で
あ
る
た
め
免
疫

抑
制
剤
は
不
要
で
、
欧
米
で
は

多
数
の
診
療
実
績
が
あ
り
ま
す
。

遺
伝
性
膵
炎
の
よ
う
に
、
炎
症

や
疼
痛
だ
け
で
な
く
膵
が
ん
発

生
リ
ス
ク
を
抱
え
る
患
者
さ
ん

に
と
っ
て
も
良
い
適
応
と
な
り

ま
す
。
現
在
、
先
進
医
療
と
し

て
臨
床
試
験
が
開
始
さ
れ
、
当

セ
ン
タ
ー
で
も
症
例
登
録
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
膵
島
移
植

以
外
に
も
、
動
脈
硬
化
性
病
変

の
末
期
に
生
じ
る
虚
血
肢
治
療

や
神
経
疾
患
に
注
目
し
、
こ
れ

ら
の
疾
患
を
根
治
す
る
た
め
の

再
生
医
療
の
開
発
確
立
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
現
在
は
医
学
部

の
基
礎
部
門
と
共
同
し
、
こ
れ

ら
の
疾
患
に
対
す
る
新
規
治
療

法
の
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。

―
今
後
の
展
望
を
。

　
再
生
医
療
は
既
存
の
治
療
と

は
異
な
る
治
療
ア
プ
ロ
ー
チ
で
、

こ
れ
ま
で
治
療
困
難
だ
っ
た
患

者
さ
ん
を
救
う
可
能
性
の
あ
る

治
療
で
す
。
一
方
で
、
エ
ビ
デ

ン
ス
の
構
築
が
い
ま
だ
不
十
分

な
領
域
で
も
あ
り
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
基
礎
研
究

部
門
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

基
礎
研
究
か
ら
臨
床
応
用
ま
で

シ
ー
ム
レ
ス
に
行
い
、
ト
ラ
ン

ス
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
サ
ー
チ
を

治
療
に
つ
な
げ
る
臨
床
部
門
と

し
て
活
動
し
、
今
後
も
新
し
い

医
療
を
患
者
さ
ん
に
届
け
ら
れ

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
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